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世
界
平
和
を
実
現
す
る
と
い

う
ユ
ネ
ス
コ（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

＝
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機

関)

の
意
義
に
感
動
し
、
松
田

会
長
は
大
学
時
代
に
い
ち
早
く

母
校
北
海
道
大
学
に
ユ
ネ
ス
コ

ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
ご
自
分

の
生
涯
活
動
と
し
て
続
け
て
こ

ら
れ
た
社
会
奉
仕
活
動
に
民
間

ユ
ネ
ス
コ
活
動
が
有
り
ま
す
。

ち
な
み
に
奥
様
と
も
こ
の
ユ
ネ

ス
コ
活
動
を
通
じ
て
知
合
っ
た

の
だ
と
生
前
よ
く
お
話
し
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
は
、
前
世
紀

の
二
つ
の
大
戦
の
言
語
に
絶

す
る
惨
禍
を
経
て
、“
二
度
と

戦
争
を
起
さ
な
い
世
界
を
構

築
し
て
世
界
平
和
を
実
現
す

る
”
こ
と
を
目
標
と
し
て
国
際

連
（UNITED

　

NATIONS

）

の
専
門
機
関
と
し
て
昭
和
20
年

（
１
９
４
５
）
11
月
に
設
立
さ

れ
、
本
部
は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
は
当
時
米
国
の
占
領
下
に

あ
っ
た
日
本
を
、
我
が
国
が
国

連
に
加
盟
す
る
5
年
も
前
の
昭

和
26
年
（
１
９
５
１
）
7
月
に

い
ち
早
く
加
盟
国
と
し
て
受
け

入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
加
盟
は
戦
後
の
日
本
が

　

故
松
田
昌
士
名
誉
会
長
（
以
下
、
松
田
会
長
）
は
鉄
道
以
外
の
分
野
で
も
多
く
の
社
会
奉
仕
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
ご
幼

少
の
こ
ろ
か
ら
大
好
き
だ
っ
た
野
球
界
の
発
展
の
た
め
に
平
成
17
年
（
２
０
０
５
）
2
月
〜
平
成
22
年(

２
０
１
０)

年
2
月

は
日
本
野
球
連
盟
会
長
、
平
成
17
年
6
月
〜
平
成
21
年(

２
０
０
９)

５
月
は
全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
連
盟
の
会
長
も
兼
務

さ
れ
て
、
野
球
フ
ァ
ン
を
大
切
に
し
て
喜
ん
で
頂
く
た
め
に
様
々
な
変
革
を
実
行
さ
れ
、
ご
活
躍
し
た
こ
と
は
皆
様
よ
く
ご
存

じ
の
事
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
社
会
奉
仕
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
間
瀬
雅
晴
倶
楽
部
会
員
　
記
）

　

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
9

月
に
奈
良
市
で
開
催
さ
れ
た
第

66
回
日
本
ユ
ネ
ス
コ
運
動
大
会

で
松
田
会
長
が
「
核
兵
器
の
な

い
世
界
へ
向
け
て
の
宣
言
」
を

行
い
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者

の
賛
同
を
得
た
の
で
、
理
事
会

の
決
定
を
経
て
１
５
０
の
各
地

の
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
会
長
方
が

署
名
し
た
宣
言
文
は
日
本
の
民

間
ユ
ネ
ス
コ
活
動
組
織
の
総
意

と
し
て
国
際
連
合
事
務
総
長
パ

ン
・
ギ
ム
ン
氏
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
事
務
局
長
の
イ
リ
ー
ナ
・
ボ

コ
バ
氏(

い
ず
れ
も
当
時)

に

送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
23
年

（
２
０
１
１
）
3
月
に
は
国
際

連
合
本
部
事
務
局
軍
縮
室
長
名

で
、
第
67
回
国
連
総
会
に
提
出

さ
れ
る
「
軍
縮
と
不
拡
散
教
育

報
告
書
」
に
記
述
す
る
こ
と
を

内
部
で
協
議
す
る
と
共
に
、
日

本
の
民
間
ユ
ネ
ス
コ
の
軍
縮
と

核
兵
器
不
拡
散
運
動
に
向
け
た

継
続
的
な
貢
献
を
た
た
え
る
と

の
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

松田名誉会長、社会奉仕活動にも全力
既報の通り、去る５月１９日に当会名誉会長松田昌士氏が肝臓がんのためご逝去されました。
満８４才でした。改めて心からのご冥福をお祈り申し上げます。

１
．
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
活
動

　
日
頃
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
ボ
ゴ
バ

事
務
局
長
（
当
時
）
か
ら
感
謝
の
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ

る
松
田
名
誉
会
長
。
右
は
野
口
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連

盟
理
事
長
（
当
時
）

カンボジア　スレ・クバーブ　寺子屋

平
和
国
家
と
し
て
国
際
社
会
に

復
帰
す
る
上
で
極
め
て
重
要
且

つ
象
徴
的
な
出
来
事
で
し
た
。

　

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
に

公
益
社
団
法
人
化
さ
れ
た
日
本

ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
（
東
京
・

恵
比
寿
）
は
、
各
地
の
ユ
ネ
ス

コ
協
会
や
同
ク
ラ
ブ
等
の
構
成

団
体
２
７
８
団
体
、
維
持
会
員

１
４
１
社
、賛
助
団
体
19
団
体
、

個
人
会
員
２
５
７
名
と
法
人
・

個
人
を
含
め
て
６
８
６
の
会
員

数
（
２
０
２
０
年
3
月
現
在
）

を
持
つ
大
き
な
組
織
で
す
。

　

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）
6

月
に
は
公
益
社
団
法
人
日
本
ユ

ネ
ス
協
会
連
盟
の
第
10
代
会
長

に
就
任
さ
れ
た
松
田
会
長
は
、

平
成
29
年
（
２
０
１
７
）
6
月

に
名
誉
会
長
に
就
任
さ
れ
る
ま

で
の
11
年
間
に
亘
り
我
が
国
の

民
間
ユ
ネ
ス
コ
運
動
の
キ
ー
マ

ン
と
し
て
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
端
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
向
け
て
の
宣
言
」

　
　
　
採
択
と
国
連
本
部
へ
の
送
付

　

平
成
23
年(

２
０
１
１)

３

月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
当
た
っ
て
は
、
同
協
会

連
盟
は
震
災
後
の
同
年
3
月
14

東
日
本
大
震
災
子
ど
も
支
援

　
　
募
金
の
立
ち
上
げ

日
に
は
い
ち
早
く
「
東
日
本
大

震
災
子
ど
も
支
援
募
金
」
活
動

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

松
田
会
長
は
そ
の
広
い
人
脈

を
生
か
し
て
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
（
当
時
）、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

か
ら
の
多
額
の
ご
寄
付
を
基
に

「
育
英
基
金
」
創
設
（
後
記
①
）

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル
ー

プ
企
業
は
も
と
よ
り
多
く
の
一

般
企
業
に
も
寄
附
を
呼
び
か
け

る
と
共
に
全
国
の
ユ
ネ
ス
コ
組

織
を
総
動
員
し
て
一
般
個
人
に

も
広
く
寄
附
を
呼
び
か
け
た
結

果
、
後
記
①
を
除
い
た
一
般

寄
附
だ
け
で
も
、
2
年
間
で

18
億
２
７
０
０
万
円
と
い
う
多

額
の
寄
附
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
で

は
2
つ
の
返
済
不
要
の
奨
学
金

を
設
定
し
て
現
在
も
支
給
を
続

け
て
い
ま
す
。

①
「
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｃ
・
ユ
ネ
ス
コ
協

会　

東
日
本
大
震
災
復
興
育
英

基
金
」

　

こ
の
基
金
は
、
三
菱
東
京
Ｕ

Ｆ
Ｊ
銀
行
（
当
時
）
と
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ

ル
ー
プ
か
ら
の
寄
附
金
を
財
資

と
て
、
震
災
で
両
親
も
し
く
は

い
ず
れ
か
の
保
護
者
が
死
亡
・

行
方
不
明
と
な
っ
た
小
学
校
か

ら
高
校
学
校
に
在
籍
中
の
児

童
・
生
徒
に
、
一
人
当
た
り
一

時
金
10
万
円
＋
月
額
2
万
円
の

奨
学
金
を
高
校
卒
業
ま
で
支
給

す
る
も
の
で
、
累
計
受
給
者
は

約
1
４
８
６
名
に
達
し
て
い
ま

す
。

②
「
ユ
ネ
ス
コ
協
会
就
学
支
援

奨
学
金
」

　

こ
の
基
金
は
、
大
震
災
と
福

島
原
発
事
故
の
影
響
で
家
庭
の

経
済
状
況
が
著
し
く
悪
化
し
た

岩
手
、
宮
城
、
福
島
三
県
の
家

庭
の
高
校
進
学
を
希
望
す
る
中

学
3
年
生
を
対
象
と
し
て
高
校

2
年
次
ま
で
一
人
当
た
り
毎
月

2
万
円
を
３
年
間
支
給
す
る
と

い
う
も
の
で
、
累
計
受
給
者
の

数
は
3
４
１
３
名
で
す
。

　

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

は
平
成
2
年(

１
９
９
０)

の

国
際
識
字
年
を
き
っ
か
け
に

世
界
寺
子
屋
運
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
発
展

途
上
国
で
寺
子
屋
と
呼
ぶ
学

校
（Community Learning 

Center

）
を
設
立
し
て
、
家
庭

の
事
情
に
よ
り
公
的
教
育
制
度

に
よ
る
教
育
を
受
け
る
機
会
を

逃
が
し
た
大
人
達
や
、
小
学
校

に
通
え
な
い
児
童
を
対
象
に
、

初
等
教
育
や
識
字
教
育
、
技
術

習
得
を
施
し
、
安
定
し
た
収
入

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

に
よ
り
地
域
の
持
続
可
能
な
発

展
に
つ
な
が
る
よ
う
に
支
援
を

続
け
、
こ
れ
ま
で
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
イ
ン

ド
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
ア
ジ
ア
諸

国
の
各
地
に
寺
子
屋
が
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

ち
な
み
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は

現
在
16
か
所
の
寺
子
屋
が
設
立

さ
れ
、
同
政
府
は
“
非
正
式
教

育
機
関
”
と
し
て
認
定
済
み

で
、
こ
れ
ら
寺
子
屋
の
「
復
学

支
援
ク
ラ
ス
」
終
了
者
に
は
小

学
校
卒
業
同
等
の
資
格
が
与
え

ら
れ
、
さ
ら
に
上
の
公
立
の
学

校
に
進
め
る
道
が
開
か
れ
て
い

ま
す
。

　

松
田
会
長
は
ア
ジ
ア
ユ
ネ
ス

コ
協
会
連
盟
（
Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｃ
Ａ
）

の
会
長
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
の
で
、
寺
子
屋
運
動
を
始

め
ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
の
ユ
ネ
ス

コ
協
会
と
の
友
好
関
係
確
立
に

も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

育英基金年次報告パンフレット

世
界
寺
子
屋
運
動
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ご
友
人
の
一
人
に
日
本
マ

ケ
ド
ニ
ア
友
好
協
会
会
長
を

さ
れ
て
い
た
日
本
の
国
会
議

員
が
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
同

氏
の
勧
め
も
あ
り
、
平
成
23

年(

２
０
１
１)

年
11
月
に

日
本
マ
ケ
ド
ニ
ア
友
好
協
会

に
会
員
と
し
て
入
会
し
ま

し
た
。
1
年
後
の
平
成
24

年
（
２
０
１
２
）
12
月
に
は

マ
ケ
ド
ニ
ア
国
か
ら
の
依
頼

に
よ
り
、
在
日
マ
ケ
ド
ニ
ア

共
和
国(

現
・
北
マ
ケ
ド
ニ

ア
共
和
国)

名
誉
総
領
事
に

就
任
さ
れ
、
ご
自
分
の
東
京

都
千
代
田
区
の
事
務
所
を
マ

ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
名
誉
総
領

事
館
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し

た
。　

　

マ
ケ
ド
ニ
ア
は
ギ
リ
シ
ャ

の
北
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
西
に

位
置
し
て
い
る
人
口
わ
ず
か

２
０
８
万
人
、
国
土
面
積
は

九
州
の
3
分
の
2
の
小
国
で

す
が
、
欧
州
か
ら
イ
ン
ド
ま

で
を
統
治
し
て
歴
史
上
有
名

な
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の

出
身
国
と
し
て
有
名
で
す
。

　

現
在
で
も
東
欧
・
ロ
シ
ア

の
情
報
収
集
地
と
し
て
日
本

政
府
も
重
要
視
し
て
お
り
、

首
都
ス
コ
ピ
エ
市
に
在
北
マ

ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
日
本
大
使

館
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

在
任
中
は
マ
ケ
ド
ニ
ア
鉄

道
関
係
者
と
の
鉄
道
技
術
交

流
を
始
め
と
し
て
、
ス
コ
ピ

エ
大
学
病
院
の
研
修
医
を
受

け
入
れ
る
な
ど
多
方
面
に
亘

り
両
国
の
友
好
関
係
構
築
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
（
２
０
１
７
）

11
月
に
は
日
本
マ
ケ
ド
ニ

ア
友
好
協
会
会
長
に
就
任

さ
れ
、
翌
年
の
平
成
30
年

（
2
０
１
８
）
9
月
に
は
日

本
マ
ケ
ド
ニ
ア
友
好
協
会
の

会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
同
国

を
訪
問
し
ま
し
た
。
滞
在
中

は
現
地
の
日
本
大
使
館
を
表

敬
訪
問
さ
れ
た
ほ
か
、
各
種

親
善
活
動
を
行
い
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
が
松

田
氏
の
最
後
の
マ
ケ
ド
ニ
ア

訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

戦
後
60
有
余
年
を
経
た
我

が
国
で
は
、
古
来
か
ら
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
良
き

伝
統
、
公
序
良
俗
が
失
わ

れ
て
来
て
い
る
こ
と
を
憂

い
、
日
本
社
会
が
長
年
に
亘

り
生
成
し
て
き
た
良
き
生
活

習
慣
、
道
徳
、
芸
能
や
工

芸
、
伝
統
文
化
に
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
、
日
本
人
と
し

て
の
品
格
を
取
り
戻
し
、
激

動
の
国
際
社
会
を
生
き
抜
く

確
固
た
る
理
念
や
目
標
を

再
興
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
認
識
の
も
と
平
成
23
年

（
２
０
１
１
）
2
月
に
「
一

般
社
団
法
人
日
本
の
伝
統
を

守
る
会
」
を
自
ら
設
立
し
、

会
長
と
し
て
大
変
活
発
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
。　
　
　

　

設
立
10
年
目
を
迎
え
る
日

本
の
伝
統
を
守
る
会
は
令
和

元
年(

２
０
１
９)

11
月
現

在
、
個
人
会
員
２
９
８
名
、

法
人
会
員
82
社
（
一
般
法
人

29
社
、
Ｊ
Ｒ
系
人
53
社
）
を

有
す
大
き
な
組
織
に
発
展
し

ま
し
た
。
会
員
各
位
の
ご
理

解
と
絶
大
な
る
ご
支
援
も
あ

り
、
各
種
講
座
の
開
設
、
ま

ち
あ
る
き
、
バ
ス
旅
行
、
歌

舞
伎
鑑
賞
等
幅
広
い
活
動
を

続
け
て
き
て
い
ま
す
。　

　

な
か
で
も
、
創
設
以
来
毎

年
11
月
に
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

歌
舞
伎
と
称
し
て
歌
舞
伎

座(

東
京
・
銀
座)

の
夜

の
部
を
貸
し
切
り
、
毎
回

１
８
０
０
人
余
の
観
客
を
集

め
て
歌
舞
伎
を
鑑
賞
す
る
と

共
に
、
そ
の
収
益
か
ら
毎
回

２
０
０
万
円
を
日
本
ユ
ネ
ス

コ
協
会
連
盟
や
各
地
の
ユ
ネ

ス
コ
協
会
に
寄
附
し
続
け
て

き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

松
田
会
長
が
民
間
ユ
ネ
ス

コ
活
動
と
並
ん
で
、
長
年
に

亘
り
力
を
注
い
で
き
た
の
は

皆
さ
ん
の
北
海
道
倶
楽
部
で

す
。

　

ご
高
承
の
通
り
、
当
倶
楽

部
は
昭
和
2
年（
１
９
２
７
）

に
新
渡
戸
稲
造
博
士
ら
北
海

道
出
身
者
や
道
に
縁
を
持
つ

首
都
圏
在
住
者
を
中
心
に
故

郷
北
海
道
の
開
発
と
発
展
を

応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た
任
意
団
体
「

北
海
道
倶
楽
部
」
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）

に
社
団
法
人
化
し
、
平
成
26

年(

２
０
１
４)

に
は
公
益

社
団
法
人
に
移
行
し
た
大

変
長
い
伝
統
の
あ
る
団
体

で
、
松
田
氏
は
平
成
13
年

（
２
０
０
１
）
か
ら
令
和
元

年
（
２
０
１
９
）
ま
で
18
年

間
に
亘
り
同
倶
楽
部
の
会
長

を
務
め
ら
れ
、
ご
逝
去
時
は

同
倶
楽
部
初
め
て
の
理
事
・

名
誉
会
長
で
し
た
。　

　

倶
楽
部
の
活
動
目
的
と
し

て
①
北
方
領
土
の
返
還
、
②

北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
ま
で

の
延
伸
の
早
期
実
現
、
③
道

及
び
道
内
市
町
村
の
地
域
活

性
化
と
ふ
る
さ
と
納
税
の
推

進
の
3
つ
を
掲
げ
、
倶
楽
部

の
公
益
法
人
化
を
実
現
す
る

と
共
に
ふ
る
さ
と
北
海
道
の

た
め
に
各
種
公
益
活
動
を
熱

心
に
推
進
し
て
来
ま
し
た
。

　

当
倶
楽
部
の
令
和
元
年
末

の
会
員
数
は
法
人
１
２
５

社
、
個
人
会
員
４
１
６
と
大

変
大
き
な
組
織
に
発
展
し
て

い
ま
す
。

２
．
公
益
社
団
法
人 

北
海
道
倶
楽
部

３
．
一
般
社
団
法
人 
日
本
の
伝
統
を
守
る
会
の
設
立

４
．
日
本
マ
ケ
ド
ニ
ア
友
好
協
会
と

マ
ケ
ド
ニ
ア
日
本
名
誉
総
領
事
就
任

当時の鈴木夕張市長（現北海道知事）が松田北海道倶楽部
会長を訪問（２０１２年）　

２０１８年の定時会員総会で挨拶する松田会長　

歌
舞
伎
座
の
舞
台
で
挨
拶
す
る
松
田
会
長
　

当
時
の
北
マ
ケ
ド
ニ
ア
共
和
国
大
使
よ
り
両
国
友
好
に
感
謝
す
る
記
念
品

を
受
領
す
る
松
田
日
本
マ
ケ
ド
ニ
ア
友
好
協
会
会
長
　（
２
０
１
９
年
）

公益事業と伝統継承、国際親善への貢献に努める
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
川
村
現
倶
楽
部
会
長
と
談
笑
す
る

松
田
会
長
　


